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６
月
１
日
〜
２
日
、
全
国
か
ら
約
１
４
０
人
の
青
年
（
内
、
北
九
市
職

労
か
ら
６
人
）
が
参
加
し
、
１
日
目
は
、
久
保
中
央
執
行
委
員
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
「
抱
樸
」
の
講
演
、
２
日
目
は
、
各
分
科
会
に
わ
か
れ
て

学
習
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
青
年
の
感
想
で
す
。

　
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
考
え
る
」
分
科
会
に
参
加
し
、

仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
れ

に
労
働
組
合
の
大
切
さ
を
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
の
交

流
会
で
は
普
段
は
聞
け
な
い
他
都
市

の
こ
と
や
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
Ｗ
さ
ん
）

　

動
く
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

到
津
の
森
公
園
は
26
万
人
の
署
名
を

集
め
、
住
民
の
要
望
で
閉
園
か
ら
復

活
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
園
長
さ
ん

か
ら
、「
動
物
園
は
一
生
に
3
回
の

頻
度
で
し
か
来
て
く
れ
な
い
。
自
分

が
子
ど
も
の
時
、
親
に
な
っ
た
時
、

孫
を
連
れ
て
く
る
時
。
そ
れ
を
1
年

に
４
回
、
自
然
の
多
い
所
な
の
で
春

夏
秋
冬
楽
し
み
に
来
て
も
ら
え
る
動

物
園
に
し
た
い
。」
と
い
う
言
葉
が

心
に
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
地
面
が
無
く
自
然
分
解
し

て
い
る
の
で
に
お
い
が
無
い
、
動
物

の
餌
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
と
一

緒
に
栽
培
し
て
い
る
、
フ
ン
を
使
っ

て
堆
肥
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。（
Ｙ
さ
ん
）

　

私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

自
己
紹
介
の
前
に
行
っ
た
ア
イ
ス
ブ

住
民
住
民
と
自
分
自
分
の
た
め
に
い
い
仕
事
仕
事
が
し
た
い

第
６
回
青
年
自
治
研
究
集
会
㏌
北
九
州レ

イ
ク
で
す
。
２
人
組
に
な
っ
て
行

う
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
よ
う

な
も
の
で
、
聞
く
側
（
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
）
は
相
手
が
話
し
た
い
言
葉
を

２
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
引
き

出
す
こ
と
、
話
す
側
（
ヒ
ー
ロ
ー
）

は
聞
か
れ
た
こ
と
し
か
し
ゃ
べ
ら
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。
言
葉
遣

い
に
気
を
付
け
た
り
、
相
手
が
何
を

話
し
た
い
か
読
み
取
っ
た
り
す
る
こ

と
が
大
変
で
し
た
が
、
こ
れ
は
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
Ｕ
さ
ん
）

　　

私
は
、「
職
場
や
職
種
の
違
い
に

つ
い
て
、語
り
合
お
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
分
科
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

保
育
士
で
あ
る

私
は
、
事
務
職

と
専
門
職
の
仕

事
内
容
の
違
い

や
本
庁
と
出
先
職
場
の
違
い
な
ど
、

知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
話
し
合
い
で
は
、
自
分
の
仕

事
を
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
が
多
く
あ

り
難
し
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
他

の
職
種
の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
る

う
え
で
大
変
意
義
の
あ
る
分
科
会
で

し
た
。（
Ｔ
さ
ん
）

参加者で記念撮影

到津の森公園の餌の栽培の様子

夜の交流会

　

雨
が
降
り
ま
せ
ん
ネ
ェ

油
木
ダ
ム
か
ら
の
取
水

が
止
ま
り
６
月
初
め
に

行
橋
市
が
、
先
日
か
ら

は
苅
田
町
が
減
圧
給
水

に
な
っ
た
が
北
九
州
の
「
水
事
情
」

は
大
丈
夫
？
◆
上
下
水
道
局
の
Ｈ
Ｐ

で
は
『
主
水
源
の
遠
賀
川
は
水
量
が

豊
富
で
安
定
し
て
い
る
…
』
と
書
い

て
あ
る
が
、
遠
賀
川
に
中
州
が
で
き

取
水
口
の
前
を
重
機
で
河
床
を
掘
り

下
げ
て「
水
」を
取
っ
て
い
る
◆「
１

０
０
％
雨
だ
の
み
」
の
北
九
州
の
水

道
水
、
要
ら
ぬ
心
配
は
不
要
で
も
、

正
確
な
情
報
は
必
要
で
す
、
本
当
に

大
丈
夫
で
す
か
水
事
情
（
赤
子
）



家
計
・
経
済
直
撃
の
消
費
税
増
税

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢（
４
）

　

安
倍
政
権
は
、
２
０
１
４
年
に

消
費
税
を
５
％
か
ら
８
％
に
引
き

上
げ
、
消
費
不
況
を
深
刻
化
さ
せ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
勤
労
者
家
計
の
年

間
消
費
税
負
担
額
は
、
12
年
15
万

５
千
円
か
ら
、
24
万
３
千
円
と
８

万
８
千
円
も
増
加
し
、
消
費
支
出

か
ら
税
金
・
社
会
保
険
料
を
引
い

て
物
価
上
昇
を
加
味
し
た
実
質
可

処
分
所
得
は
、
12
年
の
４
２
３
万

５
千
円
か
ら
17
年
は
４
０
９
万
８

千
円
と
23
万
６
千
円
も
減
少
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
消
費
不
況
を
長
期

化
さ
せ
、
深
刻
化
さ
せ
る
引
き
金

に
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

事
実
で
す
。

 
 

ご
ま
か
し
の
軽
減
税
率

　

と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は
「
全

世
代
型
社
会
保
障
」
の
実
現
に
向

け
た
財
源
を
確
保
す
る
た
め
と
、

19
年
10
月
か
ら
消
費
税
を
10
％
に

す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

景
気
悪
化
を
防
ぐ
た
め
と
、
食

料
品
を
現
在
の
８
％
に
据
え
置
く

「
軽
減
税
率
」
な
ど
万
全
の
対
策

を
取
る
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
が
、

複
雑
す
ぎ
る
税
率
に
商
店
な
ど
の

小
売
業
者
は
悲
鳴
を
上
げ
、
経
済

学
者
も
「
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
消

費
税
を
上
げ
た
ら
、
間
違
い
な
く

消
費
が
冷
え
込
ん
で
し
ま
う
」
と

反
対
の
声
が
日
増
し
に
増
え
て
い

ま
す
。

　

消
費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

消
費
支
出
が
17
年
水
準
で
も
、
年

間
消
費
税
負
担
額
は
24
万
３
千
円

か
ら
29
万
４
千
円
と
５
万
１
千
円

も
増
加
し
ま
す
。

　

日
銀
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る

家
計
負
担
額
は
、
５
兆
６
千
億
円

に
上
る
が
、
軽
減
税
率
・
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
・
幼
児
教
育
無

償
化
な
ど
で
試
算
す
る
と
家
計
負

担
は
減
少
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
２
兆
２
千
億
円
あ

が
り
ま
す
。
表
⑴
・
⑵
・
⑶

　

年
収
５
０
０
万
円
で
は
、
年
間

４
万
７
千
円
、
年
収
１
０
０
０
万

円
で
年
間
９
万
円
も
可
処
分
所
得

が
減
少
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
０
．
38
％

低
下
す
る
と
の
試
算
も
あ
り
、
消

費
税
増
税
阻
止
は
、
喫
緊
の
課
題

で
す
。

［１］消費税増税などで減少する可処分所得

［２］消費税増税などで片働き４人世帯（年500万円）で
可処分所得が4.76万円減少

［３］消費税増税でGDPは0.38％減少



　

６
月
の
６
・
９
行
動
は
６
日
の

夕
方
、
小
倉
の
鴎
外
橋
で
行
い
ま

し
た
。「
私
た
ち
自
治
体
職
員
は
、

平
和
で
な
け
れ
ば
住
民
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守
る
仕
事
が

で
き
ま
せ
ん
」「
平
和
な
日
本
を

子
ど
も
た
ち
に
手
渡
し
た
い
」
と

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
と
憲
法
を

守
り
生
か
す
３
０
０
０
万
署
名

に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
市
役
所

女
性
9
条
の
会
の
の
ぼ
り
旗
を
見

て
」
と
若
い
外
国
人
男
性
（
日
本

語
で
署
名
し
て
下
さ
い
ま
し
た
）

や
、
自
転
車
を
こ
い
で
い
た
女
性

が
、「
よ
い
し
ょ
」
と
自
転
車
を

止
め
て
署
名
に
応
じ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
７
月
は
平
和
行
進
、
8
月

は
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
や
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
と
平
和
の
た
め
の

行
動
が
続
き
ま
す
。
６
・
９
行
動

は
７
月
、
８
月
と
も
９
日
の
夕
方

小
倉
で
行
い
ま
す
。

９条の会９条の会

　

６
月
11
日
（
火
）
に
小
倉
北
区

役
所
庁
舎
に
お
い
て
一
般
評
議
会

と
水
道
評
議
会
合
同
で
「
残
業
実

態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
倉
北
区
役
所
庁
舎
に
は
、
正

規
・
非
正
規
・
民
間
職
員
な
ど
を

併
せ
る
と
約
１
７
０
０
人
が
働
い

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
18
時
〜
21

時
ま
で
に
計
３
４
７
人
の
職
員
が

残
業
？
を
終
え
帰
宅
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
「
調
査
」
は
18
時
か
ら
始
め
、

各
職
場
に
「
お
疲
れ
様
。
残
業
実

態
調
査
に
ご
協
力
を
」
と
声
を
か

け
な
が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と

ア
メ
を
配
り
在
庁
者
数
を
確
認
し

ま
し
た
。
守
衛
室
前
で
は
、
18
時

よ
り
ア
ン
ケ
ー

ト
の
提
出
を
お

願
い
し
な
が

ら「
退
勤
登
録
」

を
し
た
人
（
し

な
か
っ
た
人
）

を
調
査
し
ま
し

た
。

　

調
査
は
、
昨

年
と
同
時
期
に

実
施
し
ま
し
た

が
、
職
員
は
17

時
45
分
現
在
で

２
２
３
人
が

残
っ
て
い
ま
し

た
。
18
時
以
降

　

今
年
も
「
国
民
平
和
大
行
進
」

は
各
所
を
出
発
し
、
歩
い
て
平
和

を
訴
え
ま
す
。
北
九
州
を
通
過
す

る
一
行
は
、
７
月
５
日
広
島
平
和

公
園
か
ら
、
６
月
23
日
宮
崎
県
の

え
び
の
高
原
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が

16
日
に
北
九
州
に
引
き
継
ぎ
、
8

月
6
日
長
崎
平
和
公
園
の
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
歩
き
ま
す
。
若
松
区
で

も
歩
き
ま
す
。

　

平
和
の
思
い
を
走
っ
て
つ
な
ぐ

「
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」
は
今
年

で
37
回
目
と
な
り
ま
す
。
広
島
を

８
月
６
日
に
出
発
、
７
日
に
北
九

州
入
り
、
お
昼
ご
ろ
市
役
所
前
を

通
過
、
福
岡
市
、
佐
賀
市
を
通
っ

て
、
８
日
長
崎
の
平
和
記
念
公
園

が
ゴ
ー
ル
で
す
。
休
憩
所
で
は
、

冷
た
い
お
茶
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
で
、

参
加
者
を
元
気
付
け
ま
す
。
市
職

労
も
毎
年
、
市
役
所
前
や
区
役
所

前
で
、
盛
大
に
ラ
ン
ナ
ー
や
行
進

者
を
迎
え
ま
す
。

平
和
の
思
い
を
繋
げ
よ
う
！昨年の平和マラソン

ランナー、行進者

　募 集 中 です

の
退
庁
者
の
う
ち
、
そ
の
場
で
退

勤
登
録
を
し
な
か
っ

た
職
員
は
２
０
９
人

（
60
％
）
で
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も

時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
が
は
じ
ま
り
ま

す
。不
払
い
残
業（
時

間
外
勤
務
を
し
て
い

る
が
、
時
間
外
勤
務

申
請
を
さ
せ
ず
、
時

間
外
手
当
を
支
払
わ

な
い
）
の
実
態
を
改
善
し
な
い
ま

ま
の
規
制
導
入
は
、
不
払
い
残
業

が
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集

約
で
も
「
１
０
０
％
の
申
請
で
き

な
い
」「
申
請
し
づ
ら
い
雰
囲
気

が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
人
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
し
な
い
職
員
の
多
く

は
、
退
勤
未
登
録
者
で
あ
り
、
不

払
い
残
業
が
常
態
化
し
て
い
る
内

容
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

残
業
実
態
調
査

残
業
実
態
調
査

小倉北
区役所

超勤実態調査（2019.6.11）小倉北区役所庁舎

退庁時間 通過者数 退勤登
録者数

退勤未登
録者数

18：00～19：00 234 73 161

19：00～20：00 69 31 38

20：00～21：00 44 34 10

計 347 138 209

＊未登録者数には、一部民間委託を含む
＊18：45での庁舎内残人数　223人（民間委託除く）



　

カ
ラ
梅
雨
？
い
え
、
こ
れ
か
ら

降
る
の
で
し
ょ
う
。
今
年
も
半
分

終
わ
り
、
太
陽
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
映
画
館
や
美
術
館
等
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

邦
画
は
、
小
説
の
映
画
化
と
し

て
「
泣
く
な
赤
鬼
」（
重
松
清
原
作
）

と
「
あ
る
街
の
高
い
煙
突
」（
新

田
次
郎
原
作
・
22
日
か
ら
）。
監

督
で
選
ぶ
な
ら
、石
井
裕
也
の
「
町

田
く
ん
の
世
界
」と
黒
沢
清
の「
旅

の
お
わ
り
世
界
の
は
じ
ま
り
」。

ど
っ
ち
も
前
田
敦
子
が
出
演
、
全

く
別
の
〝
世
界
〞
を
見
比
べ
る
の

も
面
白
そ
う
。
さ
ら
に
藤
井
道
人

の
「
新
聞
記
者
」
は
望
月
衣
塑
子

原
作
、
シ
ム
・
ウ
ン
ギ
ョ
ン
、
松

坂
桃
李
主
演
の
社
会
派
サ
ス
ペ
ン

ス
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
「
海

獣
の
子
供
」
と
「
き
み
と
、
波
に

の
れ
た
ら
」（
21
日
か
ら
）。

　

洋
画
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
シ

リ
ー
ズ
も
の
が
毎
週
順
番
に
公
開
。

　

イ
チ
オ
シ
は
、「
ウ
ィ
ー
ア
ー

リ
ト
ル
ゾ
ン
ビ
ー
ズ
」
に
。
親
を

亡
く
し
た
４
人
の
13
歳
が
バ
ン
ド

を
組
ん
だ
・
・
・
。
最
近
日
本
も

い
い
音
楽
映
画
が
続
く
が
、
こ
れ

も
期
待
大
。
脇
役
も
渋
く
、
第
35

回
サ
ン
ダ
ン
ス
映
画
祭
審
査
員
特

別
賞
を
筆
頭
に
世
界
を
騒
が
し
た
。

　

最
後
に
小
倉
昭
和
館
。「
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
と
「
ア

リ
ー
／
ス
タ
ー
誕
生
」
の
音
楽
映

画
２
本
立

〈
１
〉
で
28
日
ま
で
。

そ
の
後
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
沖
縄
２

本
立
と
し
て
「
洗
骨
」（
ゴ
リ
監
督
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
！
）
と
「
コ
コ

ロ
、
オ
ド
ル
」。〈
２
〉
の
「
女
王

陛
下
の
お
気
に
入
り
」
と
「
マ
イ
・

ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
イ
ギ
リ
ス

映
画
２
本
立
は
超
お
ス
ス
メ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

「
錦
織 

健
テ
ノ
ー
ル
・
リ
サ
イ

タ
ル
」
で
至
福
の
ひ
と
と
き
は
い

か
が
？
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
か
ら
日

本
の
歌
曲
そ
し
て
ク
ィ
ー
ン
ま
で

艶
や
か
に
歌
い
ま
す
！
７
月
26
日

（
金
）
19
時
か
ら

戸
畑
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
。
詳

細
は
北
九
州
労
音

（
５
７
１
・
０
２
２
７
）
へ
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
17
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画

「
５
０
０
ペ
ー
ジ
の
夢
の
束
」
で
し

た
が
終
了
し
ま
し
た
。

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
中
世
編

中
世
編  

②②

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

応
保
元
年
（
１
１
６
１
年
）
平

清
盛
は
宇
佐
八
幡
宮
を
参
詣
し
て

い
ま
す
。
宇
佐
八
幡
は
九
州
最
大

の
荘
園
領
主
で
も
あ
り
、
清
盛
は

九
州
支
配
拡
大
の
う
え
で
宇
佐
八

幡
と
関
係
を
持
つ
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
仁
安
元
年

（
１
１
６
６
年
）
清
盛
の
弟
頼
盛

が
太
宰
大
弐
と
な
り
、
異
例
の
現

地
赴
任
し
た
時
に
は
宇
佐
公
通
を

太
宰
権
小
弐
に
任
じ
て
い
ま
す
。

　

太
宰
府
を
掌
握
し
た
平
氏
は
、

大
宰
府
官
や
在
地
領
主
達
を
家
人

化
し
九
州
を
有
力
な
地
盤
と
し
門

司
関
も
平
氏
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、

門
司
八
幡
宮
（
甲
宗
八
幡
社
）
宮

司
大
神
氏
と
の
協
力
関
係
が
築
か

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
１
１
７
０

年
代
に
全
盛
期
と
な
り
、
日
宋
貿

易
も
活
発
と
な
り
宋
船
も
関
門
海

峡
を
通
り
福
原
（
神
戸
）
の
輪
田

泊
ま
で
航
行
し
て
い
ま
す
。
宋
銭

が
大
量
に
移
入
さ
れ
国
内
で
重
要

な
流
通
手
段
と
な
り
、
貨
幣
と
し

て
中
世
を
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
清
盛
に
よ
る
平
氏
政
権

が
確
立
さ
れ
ま
す
が
、
清
盛
の
死

（
１
１
８
１
年
）
で
終
焉
し
ま
す
。

　

平
清
盛
の
死
後
、
源
氏
方
と
の

抗
争
も
木
曽
義
仲
に
敗
れ
、
寿
永

２
年
（
１
１
８
３
年
）
平
氏
一
門

は
安
徳
天
皇
（
清
盛
の
外
孫
）
を

擁
し
て
「
都
落
ち
」
し
九
州
大
宰

府
に
入
っ
て
い
ま
す
。
２
ヶ
月
後

の
10
月
20
日
に
は
豊
後
の
緒
方
惟

義
が
攻
撃
を
か
け
た
為
、
大
宰
府

を
捨
て
蘆
屋
浦
の
山
鹿
城
に
入
り

ま
す
。
つ
い
で
豊
前
柳
ヶ
浦
（
門

司
区
大
里
）
に
移
り
ま
す
。
大
里

に
は
「
柳
の

御
所
跡
」
な

ど
の
史
跡
が

あ
り
、
大
里

の
地
名
も
内

裏（
だ
い
り
）

か
ら
き
て
い

ま
す
。
一
時
的
に
せ
よ
内
裏
（
未

完
成
）
の
地
と
定
め
た
の
は
、
門

司
関
に
近
く
関
門
海
峡
に
面
し
た

磯
は
船
着
き
が
良
く
古
代
官
道

（
駅
路
）
も
通
り
背
後
の
戸
ノ
上

山
山
系
に
囲
ま
れ
た
地
形
の
良
さ

が
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

こ
の
時
期
、
源
氏
方
の
木
曽
義

仲
と
源
頼
朝
の
対
立
抗
争
が
あ
り

再
起
を
か
け
た
平
氏
は
、
四
国
の

屋
島
に
根
拠
地
を
移
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

お
知
ら
せ

―
６
月
―

●
22
日
（
土
）
10
時
～

　
【
消
団
連
総
会
・
30
周
年
記
念

　

式
典
】

　
　
　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

―
７
月
―

●
27
日
（
土
）
～
29
日
（
月
）

　
【
第
61
回
自
治
体
学
校
】
静
岡
県

　

記
念
講
演
「
憲
法
と
自
治
の

　

チ
カ
ラ
が
地
域
の
未
来
を
切
り

　

ひ
ら
く
」

　

岡
田
知
弘　
京
都
橘
大
学
教
授

大里（柳町）柳の御所跡

日時　６月２４日（月）18：15～
場所　市立生涯学習総合センター

　　　※中央委員の方はご出席を
　　　　お願いします。

中央委員会第392回


